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衆
議
院
議
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昭
君
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出
政
府
所
有
の
備
品
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所
在
不
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な
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て
い
る
件
に
関
す
る
質
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に
対
し
、
別
紙
答
弁
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を
送

付
す
る
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衆
議
院
議
員
長
妻
昭
君
提
出
政
府
所
有
の
備
品
が
所
在
不
明
と
な
っ
て
い
る
件
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

物
品
管
理
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
十
三
号
）
第
三
十
七
条
に
規
定
す
る
国
が
所
有
す
る
物
品
の
う
ち
重
要
な
も
の

と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
（
以
下
「
重
要
物
品
」
と
い
う
。
）
は
、
物
品
管
理
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
三
百

三
十
九
号
）
第
四
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
財
務
大
臣
が
指
定
す
る
機
械
、
器
具
等
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
取
得
価

格
が
五
十
万
円
以
上
の
機
械
及
び
器
具
な
ど
が
こ
れ
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
同
令
第
四
十
二
条
に
規
定
す
る
物
品
管
理
簿
、

物
品
出
納
簿
又
は
物
品
供
用
簿
に
記
録
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

お
尋
ね
の
「
現
在
所
在
が
確
認
で
き
て
い
な
い
」
、
「
所
在
不
明
物
品
」
及
び
「
所
在
不
明
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と

こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
同
法
第
三
十
九
条
及
び
同
令
第
四
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
毎
会
計
年

度
一
回
及
び
物
品
管
理
官
等
が
交
替
す
る
場
合
等
に
そ
の
都
度
行
わ
れ
て
い
る
各
府
省
庁
の
検
査
の
う
ち
、
直
近
の
も
の

（
以
下
「
直
近
の
物
品
検
査
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
平
成
二
十
七
年
度
に
会
計
検
査
院
が
行
っ
た
実
地
検
査
の
結
果
を

記
載
し
た
「
平
成
二
十
七
年
度
決
算
検
査
報
告
」
に
お
け
る
観
点
に
照
ら
し
、
「
重
要
物
品
と
し
て
物
品
管
理
簿
に
記
録
さ

れ
、
保
管
中
又
は
供
用
中
と
さ
れ
て
い
る
」
が
、
「
廃
棄
さ
れ
た
物
品
が
物
品
管
理
簿
等
に
記
録
さ
れ
た
ま
ま
と
な
っ
て
い



 

２ 

 

た
」
又
は
「
現
物
の
確
認
が
で
き
な
か
っ
た
」
事
態
（
以
下
「
現
物
未
確
認
等
の
事
態
」
と
い
う
。
）
は
確
認
さ
れ
て
い
な

い
。 

 
 

い
ず
れ
に
せ
よ
、
引
き
続
き
、
物
品
を
適
正
に
管
理
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
鑑
み
、
法
令
に
の
っ
と
り
、
適
切
に
対
応
し

て
ま
い
り
た
い
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
所
在
不
明
と
な
っ
た
物
品
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
物
品
管
理
法
第
三
十

七
条
の
規
定
に
よ
り
各
省
各
庁
の
長
が
作
成
す
る
重
要
物
品
に
係
る
毎
会
計
年
度
間
に
お
け
る
増
減
及
び
毎
会
計
年
度
末
に

お
け
る
現
在
額
の
報
告
書
に
現
物
未
確
認
等
の
事
態
に
係
る
物
品
が
含
ま
れ
て
い
た
場
合
に
は
、
当
該
物
品
に
つ
い
て
同
法

第
三
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
国
会
に
対
す
る
報
告
が
適
切
に
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
と
な
る
も
の
の
、
そ
の
よ
う

な
場
合
が
御
指
摘
の
「
虚
偽
の
報
告
」
に
当
た
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
個
別
具
体
的
な
事
案
に
応
じ
て
判
断
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

三
及
び
四
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
所
在
不
明
と
な
っ
て
い
る
物
品
」
及
び
「
所
在
不
明
物
品
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は



 

３ 

 

な
い
が
、
一
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
各
府
省
庁
に
お
い
て
は
、
直
近
の
物
品
検
査
に
お
い
て
、
現
物
未
確
認
等
の
事

態
は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
お
尋
ね
の
「
事
例
」
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。 

五
に
つ
い
て 

 
 

一
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
各
府
省
庁
に
お
い
て
は
、
直
近
の
物
品
検
査
に
お
い
て
、
現
物
未
確
認
等
の
事
態
は
確

認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
引
き
続
き
、
各
府
省
庁
に
お
い
て
、
職
員
に
対
し
、
物
品
の
管
理
に
関
す
る
研
修
を
定
期
的
に
実
施

し
、
物
品
を
適
正
に
管
理
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
周
知
徹
底
を
図
る
な
ど
、
現
物
未
確
認
等
の
事
態
が
生
じ
な
い
よ

う
努
め
て
ま
い
り
た
い
。 


